
座安小学校
がじゅまる（デジタル）通知表

の取組について



文科省の資料から見えてきたこと



文科省資料①



文科省資料②



文科省資料をふまえた評価活動の考え方

１．すべての子ども達が、自己評価を通して自己の
学びを振り返ることにより、成長の喜びを味わい、
新たな自己概念を生み出していく。

２．情報活用能力（保存、分析、発信・伝達）を伸ばす。

３．子ども達のよさや可能性、進歩の状況を認め励ま

し褒めていく個人内評価を重視する。



○自己評価によって何ができるようになったの
か、何がわかるようなったのか子供の自己理
解を深め、すべての子ども達が自分の成長を
実感できる実践づくり

○個人内評価によって子供一人一人のよさや可
能性を引き出す実践づくり



本校における通知表の見直しの視点



がじゅまる（デジタル）通知表を
活用した主な取組

１．毎月の自己評価活動
２．私の成長発表会（学級・各家庭）
３．長期休業中の自学自習
４．三者ミーティング（５月・７月）

※個人内評価：子ども達のよさや可能性、

   進歩の状況を認め励まし褒めていく。



「がじゅまる通知表」について

１ 学習コーナー （スタディログ） ◇テストの結果と分析

２ 学校生活コーナー（ライフログ） ◇学校生活 重点項目

３ 作品コーナー （成果物） ◇テスト 図工絵画等

「がじゅまる通知表」の名前に込められた思い

※～６年生（令和７年度卒業）からの手紙の内容～

「２学期のデジタル通知表の名前が決まりました。名前は、『がじゅまる通知表』です。由来は、座安小学校のシンボルとして、

今年、がじゅまるを植樹したことやがじゅまるの木は、強い生命力があり、キジムナーが宿るとされる『幸せの木』として有名

だからです。私たちもがじゅまるの木のように、力強く、根を張って、枝を大きく、太くし、葉を広げていくように成長してい

きたいという思いを込めて『がじゅまる通知表』と名づけました」。

 



前期 後期

算数

前期

3

テスト
総合・生活・

家庭・図工作品
その他・いろいろ

漢字

後期

子どもがつくるデジタル通知表：座安っ子「がじゅまる通知表」

～自己目標の達成に向けて、自分で考え、計画し、行動できる児童の育成～

テスト結果の入力。結果を自己分析して次の学習につなげる。

生活態度を自己採点し、結果を入力。結果を自己分析して学校生活をよりよいものにする。

テストや成果物を保存し、学びのふり返りに活用する。

学習コーナー1

2 学校生活コーナー

作品コーナー





生活面の振り返り：座安小ルーブリック







作品コーナー



試行期間を終えての児童
からのアンケート結果

がじゅまる（デジタル）通知表試行期間

R７．１０月～R８．３月



アンケートの結果①
がじゅまる（デジタル）通知表で自分の成長に気づくことができたか？

令和８年 ３月 ２８０人



アンケートの結果②
がじゅまる（デジタル）通知表で振り返りを行うことは、

これからも大切・必要だと思うか？



アンケートの結果③
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